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明
治
中
期
の
広
島
県
に
お
け
る
「
老
農
」
に
つ
い
て

-
　
安
芸
郡
海
田
市
町
三
宅
家
を
事
例
と
し
て
1

部

人

一
は
じ
め
に

老
農
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
経
験
的
知
識
に
よ
っ
て
農
事
に
精
通
し
技
術
の
推

進
に
努
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
明
治
の
三
老
農
(
船
津
伝
次
平
・
奈
良

専
二
・
中
村
直
三
あ
る
い
は
林
遠
里
)
か
ら
各
地
の
「
無
数
の
無
名
の
中
小
老
農

群
」
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
を
含
み
、
容
易
に
一
括
し
え
な
い
内
容
を
持

つ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
老
學
か
明
治
政
府
・
府
県
の
「
近
代
的
」
農
政
の
未
確

立
の
時
期
に
そ
れ
に
照
応
し
て
「
固
有
経
験
農
法
の
体
現
者
」
=
農
業
技
術
の
実

際
的
な
推
進
者
と
し
て
登
場
し
、
「
老
農
時
代
」
と
言
わ
れ
る
一
時
期
を
画
し
た

(
1
)

こ
と
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
政
府
の
初
期
の
(
殖
産
興
業

政
策
の
一
環
と
し
て
の
)
農
業
政
策
は
、
日
本
の
実
情
を
無
視
し
た
西
洋
農
学
=

近
代
農
学
、
西
洋
農
法
=
大
農
法
の
直
輸
入
政
策
で
あ
り
、
そ
の
失
敗
に
よ
っ
て

明
治
一
四
年
前
後
か
ら
在
来
農
法
の
見
直
し
が
始
ま
る
と
と
も
に
老
農
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
福
岡
県
農
業
を
基
礎
に
寒
水
浸
種
法

・
士
朗
法
を
各
地
へ
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
林
遠
里
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間

駒
場
農
学
校
出
身
の
構
井
時
敬
や
酒
勾
常
明
ら
が
近
代
農
学
の
日
本
的
消
化
の
た

め
に
苦
闘
を
重
ね
て
お
り
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
頃
よ
り
林
遠
里
の
影
響
力
が
凋

落
す
る
一
方
で
近
代
農
学
が
覇
権
を
奪
い
返
し
「
老
晨
時
代
」
に
終
止
符
を
打
・
つ

た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
広
島
県
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
地
方
も
林
遠
里
の
洗
礼
を
う

け
た
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
昼
田
柴
編
『
広
島
県
農
業
発
達
史
』
　
(
昭
和
三
三
年
、

以
下
『
県
・
発
達
史
』
と
略
記
)
に
よ
れ
ば
明
治
二
〇
年
当
時
広
島
県
勧
業
課
は

酒
勾
常
明
に
よ
る
指
導
の
通
達
よ
り
も
遠
里
農
法
の
実
施
を
優
先
さ
せ
た
と
い

う
。
し
か
し
遠
里
農
法
は
明
治
二
二
年
を
過
ぎ
る
頃
よ
り
米
作
改
良
意
欲
の
啓
発

を
残
し
て
急
速
に
そ
の
影
響
力
を
失
な
い
、
以
後
老
農
と
農
学
者
が
「
互
い
に
混

交
活
動
す
る
時
代
」
を
迎
え
、
二
〇
年
代
後
半
に
は
老
農
の
活
動
も
凋
落
し
消
化

さ
れ
た
輸
入
農
学
と
融
合
統
一
し
て
近
代
農
法
が
確
立
す
る
、
と
見
通
し
的
に
述

(
2
)

べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
論
か

ら
の
類
推
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
恨
み
が
残
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
上
田
一
雄
・
住
田

克
己
「
広
島
県
農
業
史
」
(
昭
和
二
九
年
、
『
日
本
農
業
発
達
史
』
第
四
巷
所
収
、

以
下
「
県
農
業
史
」
と
略
記
)
に
お
い
て
も
当
時
の
広
島
県
農
業
の
概
況
が
述
べ

ら
れ
、
そ
の
な
か
で
賀
茂
郡
吉
川
村
の
竹
内
家
や
高
田
郡
甲
立
町
の
日
野
家
、
あ

る
い
は
本
稿
で
扱
う
安
芸
郡
海
田
市
町
の
三
宅
家
な
ど
大
地
主
が
「
豪
農
技
術
」

の
推
進
者
で
あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
日
露
戦
後
に
農
業

危
機
が
開
始
す
る
と
と
も
に
「
豪
農
」
が
寄
生
化
し
て
ゆ
き
、
同
時
に
農
業
技
術

(
3
)

の
担
い
手
が
官
僚
の
手
に
移
る
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
は
問
題
が
存
す
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る
。
ま
た
最
近
の
『
広
島
県
史
』
近
代
I
で
も
県
内
の
農
業
構
造
(
地
帯
的
構
成
)

と
と
も
に
農
業
技
術
の
改
良
・
発
展
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
豊
田
郡
浦
福

て

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

)

田
村
の
高
井
鋏
四
郎
に
よ
る
米
質
改
良
の
例
な
ど
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
老
晨
あ

る
い
は
老
晨
時
代
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
意
義
付
け
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
安
芸
郡
海
田
市
町
(
現
在
海
田
町
)
の
三
宅
惣
次
郎
・
亀
太

郎
父
子
の
農
事
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
島
県
に
お
け
る

「
老
晨
」
の
あ
り
方
の
一
端
を
示
し
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
と
く
に
広
島

県
に
お
い
て
近
代
農
学
が
体
制
的
に
導
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
広
島
県
県
会
-
各

都
農
会
-
各
町
村
晨
会
と
い
う
い
わ
ゆ
る
系
統
県
会
の
成
立
　
(
明
治
二
六
～
七
年

を
起
点
と
す
る
)
と
「
老
晨
」
の
活
動
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
考
え

て
み
た
い
。
し
か
し
系
統
県
会
の
成
立
、
広
島
県
当
局
に
よ
る
「
近
代
的
」
農
政

の
確
立
と
い
う
勧
農
体
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
本
来
な
ら
本
稿
で
果

た
す
べ
き
で
あ
る
が
紙
数
上
の
制
約
も
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
考
察
の
た
め
の
糸

口
を
見
出
す
に
と
ど
め
後
日
発
表
の
機
会
を
持
ち
た
い
。
さ
ら
に
今
ま
で
し
ば
し

ば
問
題
に
な
っ
て
き
た
「
老
幾
」
輩
出
の
階
層
・
基
盤
に
つ
い
て
の
問
題
や
、
あ

る
い
は
技
術
推
進
の
地
主
制
下
の
農
村
に
お
け
る
意
味
な
ど
も
重
要
な
問
題
で
あ

る
が
、
近
日
発
表
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
。

二
　
三
宅
寂
の
農
事
活
動
に
つ
い
て

三
宅
惣
次
郎
は
明
治
二
九
年
一
月
二
六
日
付
『
芸
備
日
日
新
聞
』
(
以
下
『
芸

(
5
)

日
』
と
略
記
)
紙
上
に
お
い
て
「
海
田
市
の
老
農
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

r惣」

海
田
市
の
老
晨
　
安
芸
郡
海
田
市
町
の
三
宅
宗
次
郎
は
今
年
六
十
五
歳
の
老
聖

に
し
て
、
家
は
町
内
屈
指
の
財
産
家
な
れ
ど
も
、
常
に
能
く
勤
倹
を
守
り
節
約

ノ
ヽ
わ
く
し
や
く

を
主
と
し
て
華
曹
賢
沢
を
非
常
に
忌
み
嫌
ひ
、
特
に
其
身
婁
錐
と
し
て
壮
者
も

尚
は
及
ば
ざ
る
程
な
る
よ
り
、
平
素
自
身
先
に
立
て
田
野
に
出
で
子
弟
呑
族
と

共
に
耕
作
を
走
れ
事
と
し
、
最
も
熱
心
な
る
農
事
の
改
良
老
な
る
を
以
て
、
真

に
同
地
に
於
て
農
事
科
講
習
所
を
開
講
し
た
る
際
の
如
き
は
、
四
十
余
歳
の
長

男
よ
り
二
男
三
男
を
率
て
都
合
四
人
入
所
し
衆
に
勝
れ
て
熱
心
に
聴
講
し
首
尾

能
く
修
業
証
書
を
得
た
る
如
き
は
、
実
に
他
に
見
る
べ
か
ら
ざ
る
の
こ
と
に
し

て
、
農
耕
を
業
と
す
る
も
の
ゝ
好
模
範
た
り
と
い
ふ
べ
し
、
因
に
同
老
人
は
、

農
事
改
良
の
事
に
関
し
て
近
郡
よ
り
招
碑
を
受
く
る
あ
れ
ば
、
更
に
共
労
を
辞

せ
ず
喜
ん
で
出
張
し
、
実
地
に
経
験
に
或
は
開
く
と
こ
ろ
見
る
と
こ
ろ
を
指
致

し
て
、
唯
だ
及
ば
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
ゝ
篤
志
家
な
り
と
い
ふ

三
宅
家
は
近
世
中
期
の
宝
暦
～
明
和
期
(
一
七
五
〇
～
六
〇
年
代
)
に
所
費
目
…

五
～
七
石
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
二
年
(
一
七
九
九
)
段
階
に
は
三
三
石
と
急
速

(
6
)

に
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
所
持
高
を
増
加
さ
せ

た
と
思
わ
れ
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
耕
地
だ
け
で
二
八
町
歩
、
全
所
有
地
地
価
一

万
八
〇
〇
〇
円
強
の
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
郡
内
で
も
屈
指
の
大
地
主
と
な
っ
て
い

る
。
同
家
は
代
々
当
主
が
惣
次
郎
、
嫡
男
が
亀
太
郎
を
名
乗
っ
て
お
り
、
明
精
二

〇
年
代
当
時
は
当
主
惣
次
郎
、
長
男
亀
太
郎
と
も
に
農
事
篤
志
家
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
四
年
の
同
家
「
所
得
金
高
届
」
に
よ
れ
ば
m
畑

三
町
歩
程
度
の
手
作
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
他
に
三
反
一
畝
歩
で
葡
萄
作
を
、
二

反
五
畝
歩
で
桑
を
作
っ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。
葡
萄
も
桑
も
そ
の
前
後
の
時

期
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
と
く
に
葡
萄
は
試
験
的
に
栽
培
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
安
芸
郡
海
田
市
町
は
新
開
地
が
大
半
で
あ
り
、
近
世
に
「
土
地
台
砂
交

リ
ニ
而
稲
作
・
麦
作
等
出
来
立
不
宜
方
二
披
相
考
中
段
、
専
綿
作
二
向
き
小
俣
土

(
7
)

地
合
二
御
座
候
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
綿
作
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
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一
般
的
な
例
に
も
れ
ず
こ
の
地
に
お
い
て
も
開
港
後
の
綿
花
流
入
に
押
さ
れ
、
と

く
に
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
急
速
に
綿
作
が
凋
落
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

(
8
)

る
。そ
れ
で
は
物
心
次
郎
・
亀
太
郎
父
子
の
畏
事
活
動
を
表
一
を
も
と
に
見
て
ゆ
き
た

い
。
表
中
の
活
動
内
容
は
‖
農
事
試
誓
試
作
活
動
、
囲
勧
業
諸
株
関
で
の
活

動
・
川
良
事
視
察
活
動
、
川
農
事
講
話
活
動
、
糊
勧
業
博
覧
会
等
へ
の
出
品
活
動

と
大
別
で
き
る
だ
ろ
う
。
頂
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

目
黒
事
試
験
・
試
作
活
動
(
表
中
番
号
1
・
4
・
5
・
7
・
8
・
1
1
・
n
・
2
5

・
㌘
・
カ
・
卸
・
禦
　
表
中
の
活
動
時
期
の
半
ば
に
、
明
治
二
七
年
一
月
の
広

島
県
農
会
の
発
足
、
同
二
八
年
四
月
に
海
田
市
町
、
安
芸
郡
の
そ
れ
ぞ
れ
農
会
の

発
足
を
見
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
試
験
・
試
作
活
動
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

員
会
成
立
以
前
に
お
い
て
は
、
大
麦
や
裸
麦
、
綿
な
ど
の
試
作
を
依
頼
さ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
ま
で
知
り
え
な
い
も
の
の
生
育
・
収
穫
・
品
質
な
ど
の

`

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

状
況
を
従
来
の
経
験
か
ら
判
断
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
依
煩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
燐
酸
と
〆
粕

の
肥
料
効
用
の
比
較
試
験
(
7
)
の
場
合
籾
の
収
量
の
み
の
比
較
に
お
わ
り
、
早
稲

(
品
種
-
小
四
石
)
・
中
稲
(
備
中
)
・
晩
稲
(
神
力
)
の
比
較
試
験
(
8
)
に
お
い

て
も
施
肥
量
、
挿
秩
時
の
株
数
・
苗
本
数
な
ど
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
系
統
性
・

客
観
性
を
欠
い
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
安
芸
郡
農
会
が
発
足
す
る
と
同
農
会
の
委
託
を
う
け
て
米
・
麦
作
な
ど

の
試
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
次
節
で
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
右
の
状
況
に
比
す

れ
ば
系
統
性
・
客
観
性
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
そ

れ
も
試
験
方
法
に
つ
い
て
の
広
島
県
晨
会
の
指
示
が
あ
っ
て
(
後
述
)
ほ
じ
め
て

可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

畏
会
成
立
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
;
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
例
え
ば
農

商
務
省
配
付
の
大
麦
「
ゴ
ー
ル
デ
ソ
メ
ロ
ソ
」
種
の
試
作
(
4
)
に
し
て
も
愛
媛
県

の
村
上
忠
次
郎
選
出
の
裸
麦
試
作
(
5
)
に
し
て
も
、
安
芸
郡
書
記
栗
谷
元
吉
(
の

ち
第
二
課
長
兼
任
)
や
安
芸
郡
役
所
第
二
課
を
通
し
て
三
宅
亀
太
郎
へ
依
頼
か
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
芸
郡
役
所
と
三
宅
家
と
の
関
係
は
通
り
一
遍
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
事
試
験
・
試
作
の
依
頼
に
と
ど
ま

ら
ず
、
以
下
に
検
討
す
る
よ
う
に
活
動
全
般
に
お
い
て
も
指
摘
し
う
る
こ
と
で
あ

る
。
三
宅
家
が
郡
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
地
主
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
地
域
に
お

い
て
「
老
農
」
・
農
事
篤
志
家
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

安
芸
郡
役
所
と
の
関
係
も
あ
る
い
は
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
そ
う
い
う
意
環
で
は

三
宅
父
子
の
活
動
の
基
盤
は
郡
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
逆
に
そ

う
し
た
関
係
が
当
時
の
安
芸
郡
役
所
な
り
の
勧
農
の
あ
り
方
の
〓
鵜
を
示
唆
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
貴
会
成
立
後
の
明
治
二
九
～
三
〇
年
頃
、
農
商
務
省
農
事
試
験
場
山
陽

(
広
島
)
支
場
か
ら
の
委
託
で
「
ア
ー
レ
ソ
」
　
「
ア
ッ
プ
ラ
ソ
ト
」
な
ど
外
国
産

陸
地
綿
の
試
作
を
行
っ
て
お
り
(
2
5
・
2
8
・
禦
、
明
治
二
九
年
八
月
一
一
日
付

『
芸
日
』
紙
上
で
は
山
陽
支
場
よ
り
も
好
成
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
綿
花
輸
入
関
税
の
撤
廃
も
加
わ
っ
て
綿
作
の
凋
落
が
決

定
的
と
な
る
こ
の
時
期
に
、
農
事
試
験
場
が
三
宅
な
ど
「
老
農
」
を
動
員
し
て
ま

で
外
国
綿
の
試
験
栽
培
に
努
め
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

用
勧
業
諸
機
関
で
の
活
動
(
3
・
1
4
・
1
5
・
1
7
・
1
9
・
禦
　
早
や
明
治
一
五

年
三
月
に
安
芸
郡
役
所
で
農
談
会
(
勧
業
会
話
)
が
開
か
れ
、
各
町
村
農
談
会
規

則
・
種
子
交
換
・
試
験
田
設
置
な
ど
が
討
議
さ
れ
て
お
り
、
県
下
に
お
け
る
こ
う

(
9
)

し
た
会
合
の
囁
矢
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
合
で
三
宅
亀
太
郎
は
品
種

改
良
・
適
作
品
種
摘
出
な
ど
の
農
事
試
験
や
技
術
指
導
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
が

(
l
)
、
そ
う
い
う
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
農
談
会
に
お
い
て
三
宅
家
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表
1三
宅
惣
次
郎
・
亀
太
郎
父
子
の
農
事
活
動
　
　
　
　
　
　
(惣
)=惣
次
郎
,(亀
)=亀
太
郎

活
　
　
　
　
動
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

年
月
日
l
　
　
　
　
参
　
　
　
考
　
　
　
事
　
　
　
項

(亀
)安
芸
描
勧
業
会
話
に
お
い
て
農
事
試
験
を
委
嘱
さ
る
。
◎

(惣
)広
島
商
工
会
主
催
「
芸
備
米
麦
外
九
品
共
進
会
」
に
お
い
て

1等
壬
.tを
受
賞
。
⑪

4
.
1
6

8
.
2
6

(亀
)安
芸
郡
巡
回
教
師
助
手
と
な
る
。
⑧

(ク
)農
商
務
省
農
務
局
配
付
の
大
麦
「
ゴ
ル
デ
ソ
メ
ロ
ン
」
試
作

を
安
芸
郡
書
記
よ
り
依
頼
さ
る
。
④

(ク
)愛
媛
県
越
智
郡
桜
井
村
村
上
忠
次
郎
選
出
の
裸
麦
試
作
を

(安
芸
郡
役
所
カ
)第
二
課
よ
り
依
頼
さ
る
。
④

(ク
)広
島
県
内
務
部
第
二
課
よ
り
,福
岡
県
企
政
郡
足
立
村
白
石

茂
一
郎
の
農
事
視
察
に
つ
き
「
委
細
指
示
」
を
依
頼
さ
る
。
㊥

燐
配
肥
料
・
〆
粕
肥
料
の
比
較
試
験
実
施
④

早
・
中
・
晩
稲
比
較
試
験
結
果
の
報
告
④

(惣
)米
国
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
コ
ロ
ソ
ブ
ス
世
界
博
覧
会
へ
の
出
晶

願
を
鍋
島
知
事
に
提
出
。
㊧
(結
果
不
明
)

(惣
・
亀
)8日
に
奥
海
田
村
小
学
校
に
お
い
て
農
談
会
開
催
。
広

島
尋
常
中
学
校
教
師
・
農
学
士
吉
田
彦
松
の
講
話
,三
宅
父
子
に

よ
る
実
験
上
の
談
話
な
ど
あ
り
。
(診

(亀
)福
岡
県
上
奏
郡
忠
見
村
熊
谷
甚
太
郎
の
手
に
よ
る
井
延
綿
種

(
カ
)

子
(原
産
国
不
明
)試
作
を
益
田
聖
経
よ
り
依
頼
さ
る
。
④

(〃
)茄
子
種
子
貯
蔵
法
を
『
芸
日
』
紙
上
に
公
表
。
⑧

.
2

1
2
.
1
1

1
9
..
1
2

2
1
.
2
.
5

2
.
2
0

1
2
.
2
0

広
島
県
農
事
試
験
場
を
広
島
市
大
須
賀
村
に
開
設
(6反
歩
余
)。

種
苗
の
試
験
・
分
与
を
行
う
。
⑫

郡
区
役
所
に
勧
業
掛
を
設
置
。
(の
ち
勧
業
世
話
掛
→
鉱
業
委
員
)

l昏農
事
通
信
開
始
。
⑥

広
島
市
尾
長
村
に
県
の
農
事
講
習
所
を
開
設
。
(15年
2伸
二
霊
芝

学
校
に
改
称
)㊨

農
学
校
廃
止
,農
事
試
験
場
閉
鎖
。
⑥

林
遠
里
を
招
堰
。
安
芸
・
深
津
・
芦
田
郡
に
お
い
て
改
良
米
作
状

を
講
話
。
⑤

12月
16・
17日
に
海
田
市
共
寺
に
て
口
授
。
⑱

広
島
県
に
お
け
る
改
良
米
作
法
試
験
活
発
。
(速
射
l悌
20～
22

年
の
間
に
延
33人
来
県
)⑤

Cf・
明
泊
20年
一
試
験
人
　
202人
　
面
積
24.1町

〝
2
1
年
-
　
〝
　
5
,
4
0
1
人
　
　
　
6
2
3
町

安
芸
郡
で
は
改
良
米
作
法
の
従
事
希
望
者
1,000余
名
板
到
。
Ir-】

郡
役
所
巡
回
教
師
5名
に
増
山
,海
田
市
・
篠
野
・
荘
山
田
・
潮

戸
島
・
倉
橋
拗
こ
闘
屯
田
を
設
腔
。
⑱

安
芸
描
捜
事
巡
回
教
価
助
一
手
心
裾
を
制
定
。
⑬

安
芸
附
龍
雄
に
よ
机
抑
l曲
こ
お
い
て
共
進
会
別
冊
_改
1`ミ

米
作
汰
・
年
.甘
用
の
優
劣
な
ど
の
比
枚
を
行
う
。
(り
)



(
1
⑲
1
　
9
.
5
(ク
)農
事
視
察
に
つ
き
安
芸
郡
役
所
よ
り
各
府
県
郡
市
役
所
宛
保

言
'依
抑
状
発
子
。
⑭

(〃
)飢
川
奈
詔
.＼
ン
二
に
つ
き
安
川
脱
に
班
励
頼
む
柚
11。
④

ー　　C　　- 藷
2
5
.
1
.
4

4
.
1
5

2
7
.
15
.
1
3

2
8
.
3
.
2
6

4
.
1

4
.
1
6

2
9
.
1
.
9

8
.
1
1

3
2
.
1
.
2
0

3
3
.
2
.
1
3

鍋
島
知
事
,郡
市
長
招
集
の
う
え
「
産
米
改
良
の
趣
旨
」
「
産
米

改
米
の
指
針
」
を
指
示
。
⑳

「
芸
備
米
改
良
組
合
準
則
」
発
布
。
(日
清
戦
争
に
よ
り
設
立
は

冥
現
せ
ず
)⑳

8日
に
奥
海
田
村
小
学
校
に
お
い
て
農
談
会
開
催
。
⑬

宮
田
元
就
(リ
ー
1会
議
員
)・
山
根
箱
(県
属
)ら
に
よ
り
「
私
立
広

島
県
鳥
会
」
定
言
。
広
島
m農
会
の
発
足
。
㊦

福
岡
げ
,ミ
企
救
郡
篤
良
家
白
石
茂
一
郎
来
県
。
8郡
に
お
い
て
巡
回

講
話
を
実
施
。
安
芸
郡
海
田
市
町
他
5カ
村
に
お
い
て
米
麦
野
菜

栽
培
汰
・
害
虫
駆
除
予
防
法
な
ど
講
話
。
⑬

県
の
依
託
農
事
試
験
場
3カ
所
に
設
置
。
㊦

海
田
市
町
農
会
発
足
。
㊦

安
芸
郡
農
会
発
足
。
㊦

11日
よ
り
県
農
会
に
よ
る
短
期
農
事
講
習
所
を
海
田
市
に
て
開

講
。
⑬

農
科
大
学
助
教
授
兼
農
事
試
験
場
技
師
田
中
節
三
郎
に
よ
る
県
下

綿
作
お
よ
び
蘭
作
の
調
査
。
陸
地
綿
「
ア
ッ
プ
ラ
ソ
ト
」
試
験
栽

培
は
農
事
試
験
場
山
陽
支
場
の
成
績
不
良
に
比
し
,三
宅
惣
次
郎

は
良
成
績
。
(診

安
芸
郡
農
会
は
米
・
麦
作
試
験
地
2反
歩
を
海
田
市
に
設
置
す
る

こ
と
,勧
業
会
の
設
置
,有
益
種
苗
の
町
村
農
会
へ
の
配
付
な
ど

を
決
議
。
⑧

県
の
農
事
試
験
場
,農
商
務
大
臣
よ
り
認
可
を
得
,広
島
県
立
農

事
試
験
場
と
改
称
。
(書
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印
l　
8.191(ク
)麦
作
試
験
の
成
績
を
『
芸
日
』
紙
上
に
て
公
表
。
⑬

餉拗¢
ゆ

(31)

的

11.181(ク
)農
科
大
学
助
教
授
兼
農
事
試
験
場
技
師
田
中
節
三
郎
よ
り
陸

地
綿
「
ア
ッ
プ
ラ
ソ
ト
」
栽
培
成
績
の
報
告
を
依
転
さ
る
。
㊥

(ク
)京
都
府
何
鹿
郡
農
会
の
陸
稲
種
子
購
入
に
つ
き
安
芸
郡
書
記

よ
り
送
付
の
依
頼
を
受
け
る
。

三
宅
家
「
勧
業
書

4
.
2
0

3
5
.
5

海
田
市
農
会
臨
時
総
会
開
会
。
短
冊
型
百
代
の
実
施
・
害
虫
駆
除

監
督
員
の
件
な
ど
申
し
合
わ
せ
。
⑬

県
立
農
事
試
験
場
,国
泰
寺
村
よ
り
佐
伯
郡
己
斐
村
に
移
転
。

(43年
賀
茂
郡
西
条
町
へ
)㊦

(沌
)
ノ
jHは
文
月
あ
る
い
は
新
田

⑧
　
『
芸
僻
目
日
新
聞
』

◎
　
住
田
克
己
・
上
田
一
雄
「
広
島
県
農
業
史
」
(『
日
本
農
業
貼
よ
史
』
4所
収
)

⑬
　
昼
田
栄
編
『
広
島
県
農
業
発
達
史
』
第
1巻

⑥
　
明
治
24年
広
島
県
『
農
事
調
査
書
』

(β
　
『
広
島
県
農
会
史
』

◎
『
広
島
県
農
会
報
』
第
53号
(明
治
32年
11月
刊
)

⑪
　
広
島
県
『
勧
業
報
告
』
第
3回
(『
広
島
県
史
』
近
代
1,375真
参
照
)。

で
あ
り
,事
項
の
月
日
と
は
必
ず
し
も
合

致
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
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が
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
ぅ
。
そ
の
こ
と
は
、
明
治
二
六
年
二
月

に
三
宅
亀
太
郎
が
元
海
田
市
町
長
浜
岡
文
三
郎
ら
と
共
に
安
芸
郡
長
に
提
出
し
た

「
殖
産
協
会
」
設
立
に
対
す
る
援
助
嘆
願
(
1
4
)
の
文
言
か
ら
も
窺
え
る
。
つ
ま
り

「
拙
者
等
発
起
ニ
ヨ
リ
曽
テ
安
芸
郡
急
談
全
組
織
致
」
し
て
い
た
が
、
「
今
般
更

二
拡
張
之
見
込
ヲ
以
テ
」
「
物
産
ノ
改
良
増
進
ヲ
謀
」
り
、
「
殖
産
上
参
考
ト
ナ
ル

可
キ
事
項
ヲ
棄
シ
テ
報
告
書
ヲ
競
走
」
し
、
「
種
苗
ノ
交
換
ヲ
媒
介
」
し
、
「
便
宜

ノ
場
所
へ
試
験
場
ヲ
設
置
」
し
、
「
春
秋
二
回
集
談
会
ヲ
開
会
」
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
「
殖
産
協
会
」
を
設
立
し
た
い
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
明
治
二
一
年
一
二
月
二
〇
日
付
『
芸
日
』
紙
上
で
、
林
遠
里
の

農
法
を
検
討
す
る
た
め
に
安
芸
郡
有
志
者
が
海
田
市
町
で
共
進
会
を
開
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
参
考
事
項
欄
)
。
こ
の
時
に
三
宅
父
子
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
開
催
場
所
か
ら
考
え
て
も
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
い
で
な
が
ら
言
う
な
ら
ば
、
明

治
一
九
年
林
遠
里
が
来
県
し
て
以
降
二
～
三
年
は
安
芸
郡
も
遠
里
農
法
を
積
極
的

に
受
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
　
(
例
え
ば
明
治
二
一
年
初
め
の
遠
里
農
法
=
改

良
米
作
法
の
従
事
希
望
者
が
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
て
い
る
な
ど
)
。
こ
う
し
た
遠
里

農
法
の
普
及
の
た
め
に
お
か
れ
た
安
芸
郡
巡
回
教
師
・
助
手
の
一
員
と
し
て
三
宅

亀
太
郎
も
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
(
3
)
。
ま
た
遠
里
自
身
海
田
市
町
に
立
寄
り
、

恐
ら
く
三
宅
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
明
顕
寺
で
口
授
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら

(
参
考
事
項
欄
)
、
三
宅
父
子
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
林
遠
里
と
直
接
接
触
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
林
遠
里
が
一
世
を
風
摩
し
た
時
期
に
、
郡
内
の
有
志

者
と
と
も
に
三
宅
父
子
が
そ
の
農
法
受
入
れ
に
積
極
的
に
働
い
た
と
推
測
し
て
も

大
過
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

明
治
二
八
年
三
月
に
安
芸
郡
農
会
が
発
足
す
る
に
際
し
て
、
三
宅
亀
太
郎
が
幹

事
に
選
出
さ
れ
た
(
1
9
)
の
は
そ
う
い
う
点
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
真
相
は
判
明
し
か
ね
る
が
「
家
事
上
繁
劇
」
を
理
由
に

辞
退
し
て
い
る
。
同
三
〇
年
二
月
再
び
幹
事
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
安
芸
郡
晨
会

代
表
者
と
し
て
広
島
県
晨
全
議
員
を
二
年
間
勤
め
て
い
る
(
3
2
)
。

川
農
事
視
察
活
動
(
6
・
1
3
・
3
4
)
　
林
遠
里
の
如
き
著
名
な
者
が
各
地
か
ら

招
請
さ
れ
て
農
法
伝
授
に
赴
く
の
は
別
に
し
て
、
各
地
の
農
業
を
実
地
に
見
開
し

相
互
に
意
見
を
交
す
な
ど
の
交
流
を
行
う
の
も
各
地
の
無
名
の
「
老
農
」
の
重
要

な
側
面
で
あ
ろ
う
。
三
宅
亀
太
郎
は
、
そ
う
し
た
視
察
活
動
を
円
滑
に
す
る
一
助

と
し
て
、
安
芸
郡
役
所
か
ら
左
の
よ
う
な
保
護
依
頼
状
の
発
行
を
う
け
て
い
た

(
1
3
)
。

安
芸
郡
海
田
市
町
　
三
宅
亀
太
郎

右
之
老
従
来
農
業
熱
心
ニ
シ
テ
自
ラ
該
業
二
従
事
シ
則
チ
実
業
家
二
有
之
供
、

尚
進
テ
農
事
ヲ
研
究
致
度
素
志
ヨ
リ
今
般
御
部
内
へ
罷
越
侯
間
、
可
然
御
保
護

ヲ
与
へ
ラ
レ
侯
様
致
度
、
此
度
及
御
依
頼
候
也

明
治
二
十
五
年
九
月
五
日

広
島
県
安
芸
郡
役
所
　
国

各
府
県
郡
役
所
御
中

一
方
、
三
宅
惣
次
郎
も
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
疎

(
1
0
)

菜
の
促
成
栽
培
研
究
の
た
め
各
地
に
出
向
い
て
い
る
が
、
『
芸
日
』
紙
上
か
ら
も
.

三
〇
年
一
二
月
に
京
都
へ
赴
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
望
。
こ
の
時
亀
太
郎

の
如
き
保
護
依
頼
状
を
持
参
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
京
都
府
庁

第
五
課
長
の
紹
介
に
よ
っ
て
各
郡
村
を
巡
回
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
れ

に
せ
よ
安
芸
郡
役
所
か
広
島
県
庁
か
ら
事
前
に
連
絡
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
と
い
う
の
は
、
明
治
二
四
年
一
〇
月
に
福
岡
県
の
「
篤
農
家
」
白
石
茂
一
郎

の
農
事
視
察
に
対
し
予
め
広
島
県
庁
か
ら
亀
太
郎
宛
に
「
委
細
指
示
」
方
を
依
頼
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さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(
6
)
、
事
前
工
作
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
各
地
の
無
名
の
「
老
晨
」
の
交
流
に
際
し
て
、
府
県
・
郡
市
(
町
村
)
役
所
が

介
在
し
て
い
た
点
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

川
農
事
講
話
活
動
(
1
0
・
㌶
・
飢
・
空
　
三
宅
家
で
は
明
治
二
三
年
に
麦
種

子
選
別
に
際
し
塩
水
選
を
行
っ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
新
し
い

方
法
や
農
事
視
察
の
結
果
な
ど
を
郡
村
の
晨
談
会
で
披
露
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
明
治
二
九
年
四
月
に
は
亀
太
郎
が
安
芸
郡
書
記
栗
谷
元
書
よ
り
「
(
二
八
年
度

に
-
注
)
郡
農
会
1
蕗
テ
執
行
致
侠
稲
作
試
験
ノ
結
果
」
お
よ
び
「
種
子
塩
水
選

其
他
農
事
上
有
益
ノ
事
項
」
に
つ
い
て
談
話
す
る
よ
う
「
郡
長
ノ
命
二
依
り
」
依

頼
さ
れ
、
安
芸
郡
内
の
牛
田
村
ほ
か
六
力
村
で
講
話
を
行
っ
て
い
る
(
望
。

ま
た
惣
次
郎
が
疏
菜
促
成
栽
培
の
研
究
を
進
め
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

明
治
二
八
年
一
二
月
に
安
芸
郡
荘
山
田
村
の
農
談
会
で
野
菜
作
の
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
(
㌘
の
も
注
目
さ
れ
る
。

川
勧
業
博
覧
会
等
へ
の
出
品
活
動
(
2
・
9
・
1
6
・
空
　
こ
れ
は
現
在
の
と

こ
ろ
三
例
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
明
治
一
八
年
広
島
商
工
会
主
催
の
「
芸

備
米
麦
外
九
品
共
進
会
」
で
高
井
鋏
四
郎
と
と
も
に
米
に
お
い
て
一
等
を
受
賞
し

て
い
る
(
2
)
。
ま
た
同
二
七
年
に
は
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
梗
米
(
品
種

-
白
玉
)
、
精
米
(
大
束
)
、
裸
麦
(
豊
年
穂
・
六
寸
穂
)
、
実
綿
(
赤
木
小
朝

鮮
)
、
大
豆
(
八
厘
)
を
出
品
す
る
に
つ
い
て
幹
島
県
知
事
に
出
願
し
て
許
可
を

ぅ
け
、
実
綿
で
受
賞
し
て
い
る
(
1
6
・
2
0
)
。

ま
た
恐
ら
く
出
品
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
二
五
年
に
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
行
わ
れ
る
世
界
博
覧
会
へ
出
品
し
よ
う
と
出
願
し
て
い
た
(
9
)
の

も
注
目
さ
れ
よ
う
。

以
上
簡
略
で
は
あ
る
が
三
宅
惣
次
郎
・
亀
太
郎
父
子
の
多
面
的
・
精
力
的
な
農

事
活
動
の
概
略
が
確
認
し
え
た
こ
と
と
思
う
。
そ
こ
で
そ
う
し
た
活
動
の
音
義
を

考
え
る
う
え
で
も
注
意
し
て
お
く
べ
き
点
を
二
⊥
ニ
あ
げ
て
お
こ
う
。

一
つ
は
、
本
節
の
最
初
に
掲
げ
た
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
九
年
一
月
に

広
島
県
晨
会
に
よ
る
農
事
講
習
会
が
安
芸
郡
海
田
市
町
で
開
催
さ
れ
た
際
に
、
三

宅
惣
次
郎
が
亀
太
郎
以
下
三
男
ま
で
率
い
て
積
極
的
に
受
講
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
講
習
会
は
、
広
島
県
農
会
が
創
立
さ
れ
る
と
と
も
に
招
埴
さ
れ
た
静
岡

県
出
身
の
農
学
士
山
口
泰
次
郎
が
明
治
二
七
年
九
月
以
来
県
内
各
地
で
行
っ
て
き

た
短
期
・
普
通
農
事
の
講
習
会
で
あ
り
、
講
習
内
容
は
恐
ら
く
近
代
農
学
の
成
果

(
‖
し

を
ふ
ま
え
た
稲
作
法
・
肥
料
論
な
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
講
習
会

で
は
三
宅
家
四
人
の
他
に
、
安
芸
郡
内
で
六
一
名
が
受
講
し
て
い
る
。
つ
ま
り
多

数
の
者
と
と
も
に
、
県
晨
会
=
近
代
農
学
の
指
導
に
進
ん
で
服
し
て
い
っ
た
姿
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

明
治
二
八
年
度
の
安
芸
郡
烏
合
の
委
託
試
験
を
通
し
て
山
口
泰
次
郎
県
晨
会
技
師

と
す
で
に
面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
進
ん
で
〝
教
え
ら
れ
る
側
〟
へ
身

を
置
い
て
ゆ
く
点
に
、
そ
の
名
声
が
周
辺
地
域
の
み
に
と
ど
ま
る
「
老
農
」
で
あ

る
が
故
の
近
代
農
学
に
対
す
る
従
順
さ
と
あ
る
意
味
の
強
靭
さ
を
感
じ
な
い
訳
に

は
い
か
な
い
。

二
つ
に
、
た
び
た
び
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
技
術
改
良
が
稲
作
の
み
に
収
放
せ

ず
、
と
く
に
疏
彙
作
・
葡
萄
作
な
ど
多
角
的
な
方
向
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
一
般
的
に
綿
作
凋
落
の
の
ち
稲
作
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
し
て
ゆ
く
の
に
比
し

て
、
(
軍
都
)
広
島
市
に
対
す
る
近
郊
農
業
と
し
て
の
方
向
を
採
る
先
見
性
を
有

し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
と
に
葡
萄
に
つ
い
て
は
大
正
期
後

半
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
「
海
田
ぶ
ど
う
」
と
し
て
全
国
的
に
名
声
を
高
め
る

ま
で
発
展
す
る
が
、
そ
の
端
緒
は
三
宅
父
子
が
切
り
開
い
た
と
評
低
で
き
る
た
ろ

(
1
2
)

ら
ノ
。

ま
た
『
広
島
県
農
会
報
』
五
三
号
(
明
量
三
亭
二
月
)
に
、
「
安
芸
郡
海
田



-　9　-

表2　苗代・木田の管理状況

1.苗代・播種の状況

・選種方法　水1斗に食塩1貫200日を混じた塩水(比重1.25)

7日間浸種

・苗代整地　前年11月30日鋤起

2月15日施肥(畝当干草10貫)

3月20日　〝(〟　人糞3荷)

4月5日耕転

播種前日耕転,牛を用い馬鍬にて農均

・播　　種　4月20日,坪当り3合

播種3日後　数時間排水

発芽後　5～6日に1度排水

2.本田の耕転、・施肥・除草

・紫雲英栽培　開花すれば刈取り,半分を撒布・打起す

・本田整地　6月初旬耕転,引水,馬鍬にて地均

挿快当日再び耕転

・挿　敏　6月20日,1株4本,坪当り36抹

・施　　肥　(肥料試験区以外)反当り

菜種油粕　4貫950日…代価1円40銭2厘

大豆搾柏　8貫910日…　〟1円52践3厘

・除　　草　7月7日　蟹爪打

7月16日　一番除草

7月25日　二番除草

8月10日　三番除草　計4回

・濯　漑　植付後水を浅くし,2週間後5～6日毎に排水,

その後晴天の日に務めて排水を行い温気を土中に

吸収せしめる。

市
の
老
性
こ
三
宅
惣
次
郎
の
「
甘
藷
の
早
作
り
」
方
法
の
口
授
内
容
の
紹
介
が
な
　
太
郎
も
含
め
た
)
ひ
と
つ
の
水
準
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
続
け
て
「
猶
愈
実
行
せ
ん
と
す
る
に
際
し
同
氏
の
行
へ
る

現
場
を
冥
視
す
る
に
於
て
は
又
ラ
露
和
か
掛
か
,
雲
レ
」
　
(
傍
点
引
用
老
)
と
記
　
　
三
　
稲
作
試
験
に
見
え
る
耕
種
技
術

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
経
験
上
よ
り
得
た
実
地
の
手
際
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の

絶
類
的
才
と
桁
こ
㌧
単
に
甘
藷
作
の
み
で
は
な
く
、
三
宅
惣
次
郎
の
(
あ
る
い
は
亀
　
　
三
宅
惣
次
郎
は
明
治
二
八
・
二
九
両
年
度
に
わ
た
っ
て
安
芸
郡
畏
会
か
ら
稲
作
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表3　種　類　試　験　結　果

品　　　 種 「原 産 」 i 熟 期 茎 長
恒 数
収 礫 月 日 籾 反 収 約 1 :石

重　 も1・

馳 孝 吉 拗 音　　 考

. 宮　　　 内 安 芸 郡 」 亀_
尺
3 .0 7
宣 月　　 日

1 1 . 1
石
4 .9 ′5 0

宵
2 6 .4 1 2

国 沼 田 郡 J′ 3 .4 0 2 0 〝 4 .9 2 d 2 5 .6 2 5

白　　　 玉 奈 良 県 中 3 .9 7 18 10 . 16 4 .8 9 2 2 4 .4 3 9

武　　　 井 京 都 府 〟 4 .0 0 16 1 0 .1 5 4 .8 9 2 2 4 .6 4 1 3

_屈　　 取 群 馬 県 ′′ 3 .4 2 16 ・ 〝 4 .7 7 3 2 6 .0 5 4

_遡　　 岡 沼 田 郡 〝 4 .8 9 1 8 4 .7 7 01 0 .2 4 2 6 .1 6 8

〆　　　 張 〝 晩 3 .8 1 j L 1 1 . 1 4 .7 7 0 2 5 .6 7 3

_革 _　」　 軋 _垣 賀 昼 _ 中 3 .9 0 」 1 10 . 16 4 .7 4 5 2 4 .0 8 10

八　 重　 穂 安 芸 郡 ___晩 _ 3 .0 7 」旦 _ 10 .2 6 4 .7 4 0 2 4 .4 9 旦

陸 稲 海 田 拉 _ ′′ J′ 3 .6 1 」 駐 1 1 . 1 4 .6 2 5 .r2 4 .8 1 0 14

_直 撃 四 石 〝 中 3 .8 9 」 ヱ_ 1 0 .2 6 ' 4 .6 2 0 2 4 .4 1 1 1 1

玉　　　 錦 選 狙 〝 3 .7 2 旦 1 0 . 7 4 .5 9 0 2 2 .4 1 2 12 有 芭 種

福　　　 山 _鳥 貌 註 _ /′ 3 .8 0 」 旦_ 〝 　 4 .5 7 0 2 2 .4 1 3 7 有 だ 種

御 成 所 坊 主 福 岡 県 ′′ 4 .1 8 1 9 10 .24 4 .5 30 24 .3 14 6

福　　　 岡 鳥 取 県 早 2 .9 0 2 8 ', 9 . 2 8 3 .6 9 0 25 .8 15 1 鳥 害 により減 収

(試験の日的)「各地ニテ栽培セル種類中善良ノ閲へアル稲種子十五種ヲ集メ,肥培同
〔ノ〕

一ニシテ各種類ノ適否・収穫ヲ多少・品位ノ優劣ヲ試ミントスル」

表4　肥料試験結果

肥　　 料
挿 銃 の

本　 数 茎長
壷 数 l 籾 反 収 収 陸

等 位

大　　 豆
~~~~~~~云

4
,　　′く
3 .9 7

本
2 2

右
5 .1 7 0 1

菜 種 油 粕 /′ 4 .0 1 寺 庄 這 2

飴　　 柏 ′′ 1 4 ・5 1 〝　　　 5 .0 7 9 3

米　　 糠 〝 3 .5 1 2 1 4 .92 9 4

人　　 糞 〝 3 .9 1 2 6 4 .9 2 0 5

餅 搾 粕 〝 4 .1 8 2 4 4 .7 7 4 6

牛　　 月巴 〝 3 .8 1 12 4 .5 6 0 7

無 月巴 料 J′ 3 .6 0 1 6　 4 ・2 70 】 8

(試験の目的)
「現今農家普通慣用セル各種ノ肥料ヲ施シ,

共稲作二及ボス効験ヲ比較シ共優劣ヲ知ラン

トスル」白玉桂を用う。各区1反につき金3
円あたりに相当する蓑を元肥として1回に施
す。

表5　挿挟株数・本数試験結果

坪当株数牒 蒜
茎　 長 虚 数 籾反収

収 蘭
等 位

本
2

36株　 4

8

八
4 .33

4 .22

4 .22

太
17

16

. 18i

石
4 .740

4 こ625

4 .620

1

2

3

2 4 .26 15 4 .442 5

42 .　　 4 4 .14 22 4 .354 6

8 4 .01 22 4 .5 91 4

56 I i
4 .02

4 .04

3 .85

11

20

19

7

8

9

(試験の目的)
、ノ1

「首数株数ハ多少ハ稲ノ生育及ヒ収穫二

如何ナル関係アルヤヲ試ミントスル」

白玉種を用う。
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表6　苗床播種疎密試験結果

(試験の目的)
「苗床二経子ヲ播下スルニ疎密ノ両区ヲ設ケ,其発育ノ良

否・収穫ノ優劣如何ヲ比較セントスル」　白玉種を用う。

表7　深浅耕転試験結果

魔 序 長 序 数 l籾反収 l笠1宝

看束f すテ車
深耕

右
4
尺
3.93

ユ仁
23

石
4.44

戌
25.0

在　来　の　耕
〝 i 3・76 1 17 l 4・02 i 24・2

(試験の目的)　　　　　　　　　　　　　　　　　【ス睨力;
「深耕ト浅耕トハ稲ノ発育ト収量二如何ナル結果ヲ及ボヤ
ヲ試験スル」　白玉種を用う。

表8　蟹爪打試験結果

魔 l茎 _可 茎 警l籾反収1翌1宣_

蟹爪打実施1 打　 4完2 l 20つ　 4ち4 l 2冒・4
酎 打非実施日 l 4・25 l 18 l 4・47 l 24・8

(試験の目的)

「蟹爪ヲ以テ稲株ノ問ヲ打チ起シ返転セシメ,温熱空気及

ヒ上層ニアル肥料等ヲ下層二送り稲ノ吸収スルニ安カラシ

メ,蟹爪打ヲナシタル者ト然ラサル老ノ発育及収穫トニ如

何ナル関係ヲ及ボスヤヲ目的二試ミントスルニアリ」

ま
ず
百
代
準
備
・
播
種
の
過
程
で
あ
る
が
、
種
子

選
別
に
塩
水
選
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
三
年

麦
椅
子
選
別
に
塩
水
選
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前

述
し
た
が
、
近
代
農
学
者
横
井
時
敬
が
唱
導
し
た
こ

の
方
法
は
三
宅
家
の
耕
種
技
術
の
な
か
に
す
で
に
定

着
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
播

種
軍
は
坪
当
た
り
三
台
で
あ
り
、
当
時
一
般
的
に
は

六
～
七
合
前
後
と
思
わ
れ
る
か
ら
相
当
薄
蒔
き
で
あ

っ
て
太
苗
の
水
準
を
実
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
本
田
の
管
理
で
あ
る
が
、
紫
雲
英
(
げ
ん

げ
)
す
な
わ
ち
緑
肥
の
栽
培
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

挿
枚
に
つ
い
て
も
坪
当
た
り
三
六
株
四
本
椿
と
か
な

り
疎
棺
で
あ
っ
て
、
ま
だ
密
植
で
あ
っ
た
当
時
の
県

(
1
5
)

内
の
状
況
か
ら
は
先
進
的
技
術
の
部
類
に
属
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
耕
転
に
つ
い
て
は
苗
代
も
含

め
て
牛
耕
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
ま
だ
短
床
翠
は
普
及

し
て
お
ら
ず
長
床
翠
に
よ
る
牛
耕
め
段
階
と
思
わ

試
験
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
八
年
度
試
験
に
つ
い
て
は
同
年
一
〇
月
二
五

二
一
七
日
付
『
芸
日
』
紙
上
か
ら
知
ら
れ
、
同
二
九
年
度
に
つ
い
て
は
同
家
史
料

(
1
3
)

『
勧
業
書
類
』
　
に
最
終
結
果
を
整
理
し
た
も
の
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
試
験

を
す
る
に
あ
た
っ
て
「
三
宅
氏
の
所
有
地
を
選
み
試
作
地
と
な
し
た
」
が
、
と
く

に　に

「
山
口
盈
学
士
(
県
県
会
技
師
山
口
泰
次
郎
-
注
)
　
の
指
定
に
係
る
試
験
方
法

(
‖
)
基
」
い
て
実
施
し
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
比
較
的
詳
し
い
状
況
が
知
り
う
る
二
九
年
度
試
験
の
内
容
に
立
ち
い

っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

(
用
)
れ
、
表
七
の
深
耕
試
験
に
お
い
て
は
備
中
鍬
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
.
ま

(
1
7
)

た
除
草
で
は
、
明
治
二
〇
年
頃
の
回
数
が
四
回
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
蟹
爪
(
雁

爪
)
打
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
や
は
り
四
回
で
あ
り
、
明
治
後
期
に
五
⊥
ハ
回

(
1
8
)

に
増
加
す
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
除
草
回
数
に
お
け
る
労
働
の
集
約
化
の
点
で
は

移
行
し
っ
つ
あ
る
段
階
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
漂
流
な
ど
に
お
い
て
は
、
こ
ま
め

に
排
水
を
行
う
な
ど
当
時
の
一
般
的
な
県
内
の
本
田
管
理
よ
り
は
集
約
化
の
度
が

進
ん
で
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。

さ
て
試
験
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
各
区
に
わ
け
肥
培
条
件
を
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同
一
に
し
た
う
え
で
品
種
や
肥
料
の
優
劣
を
判
定
す
る
と
い
う
客
観
的
・
系
統
的

な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
単
に
収
穫
の
み
見
る
の
で
な
く
生
育
状
況
,
品

位
に
も
関
心
が
払
わ
れ
、
例
え
ば
生
育
状
況
に
し
て
も
茎
の
長
さ
や
茎
数
す
な
わ

ち
分
璧
の
状
況
、
薬
の
幅
・
籾
の
重
量
・
牝
籾
の
出
方
な
ど
数
字
に
よ
っ
て
表
わ

し
て
い
る
。

そ
こ
で
種
類
試
験
(
衷
三
)
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
善
良
ノ
開
ヘ
ア
ル
稲
種
子
」

と
し
て
集
め
ら
れ
た
一
五
種
の
う
ち
、
中
稲
で
草
丈
の
高
い
長
枠
種
は
八
種
(
白

玉
・
武
井
・
政
岡
・
冨
錦
・
瀬
野
四
石
・
玉
錦
・
福
山
・
御
成
所
坊
主
)
と
最
も

多
く
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
晩
稲
の
短
枠
種
三
種
(
宮
内
二
二
国
・
八
重
穏
)
で
あ

(
1
9
)

る
。
「
明
治
農
法
」
に
お
け
る
長
梓
穂
重
型
1
短
稗
積
数
型
と
い
う
図
式
か
ら
す
れ

ば
、
‖
鎧
に
対
す
る
対
応
は
そ
う
進
ん
だ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
短
稗

穂
数
型
も
晩
稲
に
一
元
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
早
・
中
稲
も
一
種
ず
つ
使

用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
明
治
農
法
」
に
お
い
て
典
型
的
品
種
と
さ
れ
る
多
肥
向
き
・
多
収

性
の
晩
稲
穂
数
型
で
あ
る
神
力
は
、
当
時
広
島
県
下
で
も
普
及
し
は
じ
め
て
い
た

(
2
0
)

で
あ
ろ
う
し
、
明
治
二
五
年
に
三
宅
家
が
行
っ
た
早
・
中
・
晩
稲
比
較
試
験
で
も

神
力
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
二
八
年
度
の
稲
作
試
験
で
は
陸
稲
神
力
が
試
験
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
水
稲

種
は
両
年
度
と
も
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
二
八
年
度
試
験
で
の
種
類
試
験
以
外
の

試
験
は
晩
稲
積
数
型
の
宮
内
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
二
九
年
度
で
は
そ
れ
が
酒

造
用
極
上
等
の
大
粒
種
で
少
肥
向
き
・
収
量
中
程
度
、
中
稲
穂
重
塾
で
あ
る
白
玉

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
多
収
で
は
あ
る
が
必
ず
し
も
品

質
が
上
等
で
は
な
い
神
力
が
敬
遠
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
晶
和
の
点
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
「
明
治
農
法
」
の
水
準
に
沿
っ
た
も
の
と
は

言
え
な
い
が
、
右
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
つ
ま
り
県
農
会
-
郡
農
会
-
三
宅
家

ラ
イ
ン
に
多
収
よ
り
品
質
を
優
先
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明
白
に

地
主
的
利
害
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の

地
方
で
多
収
品
種
=
神
力
が
広
汎
に
普
及
し
て
ゆ
く
一
方
で
品
質
が
よ
く
収
量
で

は
神
力
に
及
ば
な
い
雄
町
(
系
)
が
や
は
.
り
発
展
し
て
ゆ
く
、
そ
の
方
向
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
述
べ
て
お
く
と
、

こ
の
試
験
を
通
し
て
経
営
収
支
の
側
面
=
採
算
性
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
前
述
し
た
よ
う
な
い
っ
そ
う
の
集
約
化
に
伴
う
労
働
生
産

性
の
低
下
=
労
賃
支
出
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
反
当
労
働
力
に
関
す
る
記
載
が
い

っ
さ
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
見
て
差
支
え
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
農
業
は
、
自
家
労
働
力
投
入
に
よ
っ
て
労
賃
支
出
を
抑

え
且
つ
そ
の
余
剰
晨
労
働
力
を
農
業
外
に
回
す
自
作
中
・
下
層
や
小
作
人
眉
に
と

っ
て
は
受
け
入
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ

の
試
験
を
行
う
三
宅
家
が
大
地
主
で
あ
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
、
少
な
く
と
も
自

作
上
層
以
上
に
し
か
こ
の
試
験
は
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。

あ
に
い

っ
ぎ
に
肥
料
試
験
(
表
四
)
で
は
「
価
廉
な
る
を
以
て
、
本
邦
農
家
の
需
用
漸

(
2
1
)

々
多
き
を
加
へ
、
本
県
下
に
於
て
も
之
を
使
用
す
る
も
の
少
か
ら
さ
る
に
至
」
っ

た
大
豆
粕
が
注
目
さ
れ
、
収
穫
結
果
で
も
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。
た
だ
大
豆
粕

が
「
極
端
に
近
き
偏
窒
素
肥
料
な
膵
㌻
知
ら
れ
る
段
階
で
あ
り
な
が
ら
・
試
験

は
各
区
単
一
肥
料
を
施
し
「
稲
作
1
哀
ボ
ス
効
験
」
は
ど
れ
が
よ
い
か
と
い
う
程

度
の
も
の
で
あ
り
、
肥
料
の
組
合
せ
の
良
否
、
土
壌
の
条
件
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
無
肥
料
区
以
外
は
、
各
区
一
反
に
つ
き
三
円
あ
た
り
に
相
当
す
る

晶
を
元
肥
と
し
て
施
し
追
施
肥
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

播
種
疎
密
試
験
(
表
六
)
・
挿
秩
株
数
本
数
試
験
(
表
五
)
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
蒲

蒔
き
・
疎
梅
の
好
成
績
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
深
耕
・
害
爪
打
も
試
験
(
表
七
・

八
)
に
お
い
て
そ
の
効
果
を
現
わ
し
て
い
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
試
験
を
通
し
て
そ
れ
な
り
に
客
観
性
・
系
統
性
を

捕
え
て
い
る
こ
と
は
首
肯
で
き
る
が
、
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
県
農
全
技
師
山

口
姜
次
郎
の
指
示
に
基
く
試
験
方
法
の
故
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
県
農
全
が
立

ち
入
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
県
法
会
=
近
代
農
学

の
知
議
と
三
宅
家
の
経
験
的
技
術
と
の
合
体
に
よ
っ
て
当
時
の
県
内
の
一
般
的
水

準
よ
り
は
か
な
り
進
ん
だ
農
業
を
実
現
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

薄
蒔
き
・
疎
括
そ
の
他
進
ん
だ
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
乾
田
馬
耕
=
短
床
學
の
導

入
と
い
う
要
件
を
欠
き
品
種
の
面
で
も
遅
れ
を
感
じ
さ
せ
る
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の

'先
進
技
術
の
体
系
=
「
明
治
農
法
」
の
理
念
型
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で

は
非
常
に
披
行
的
な
発
展
状
況
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
　
結
　
び

第
二
・
三
節
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
三
宅
惣
次
郎
・
包
太
郎
父
子
は
県
内
で

も
先
進
的
な
農
業
を
実
現
し
て
い
た
と
は
言
え
、
と
く
に
極
立
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
も
持
た
ず
技
術
的
に
も
披
行
的
な
発
展
段
階
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
果
し

て
「
老
農
」
範
疇
に
含
め
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
の
生
ず
る
余
地

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
宅
父
子
を
「
老
農
」
に
含
め
た
の
は
、

各
地
の
「
無
数
の
無
名
の
中
小
老
農
群
」
ま
で
含
み
込
ん
で
「
老
県
」
範
疇
を
考

え
た
場
合
、
三
宅
家
レ
ベ
ル
の
者
が
多
数
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
こ
う
し
た
一
地
方
に
お
け
る
無
名
の
老
農
の
視
点
か
ら
「
老
蔑
」
の
基
本
的
性

格
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
技
術
上
の
立
脚
基
盤
は
在
来
農
法
で
あ
る
が
へ
　
三
宅
父

子
の
如
く
多
面
的
な
活
動
を
通
し
て
新
知
識
、
自
己
の
経
験
に
基
く
知
識
を
取
り

入
れ
て
技
術
を
推
進
し
、
ま
た
普
及
に
も
務
め
る
点
、
た
だ
し
新
知
識
は
近
代
農

学
の
、
ま
た
は
そ
れ
に
基
く
知
識
(
例
え
ば
塩
水
選
な
ど
)
で
あ
る
こ
と
を
排
除

し
な
い
点
は
少
な
く
と
も
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

は
じ
め
に
述
べ
た
「
近
代
的
」
農
政
の
未
確
立
に
照
応
し
て
老
農
が
活
躍
し
た

と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
広
島
県
の
場
人
目
、
系
統

農
会
の
成
立
=
近
代
農
学
の
体
制
的
導
入
が
た
だ
ち
に
「
近
代
的
」
農
政
の
確
立

に
は
な
ら
な
か
っ
た
∵
こ
の
点
の
実
証
は
他
日
を
期
さ
ね
は
な
ち
な
い
が
、
見
通

し
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
そ
の
知
識
が
実
地
に
展
開
す
る
た
め
に
も
経
験

的
技
術
に
習
熟
し
た
三
宅
の
よ
う
な
老
農
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
一
応
「
指

導
」
的
立
場
に
立
ち
つ
つ
も
両
者
は
ま
さ
に
両
輪
の
如
き
関
係
に
あ
っ
た
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
片
や
老
農
に
お
い
て
も
、
体
系
的
な
農
学
の
知
識
は
そ
の
技
術

の
進
歩
上
有
益
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
「
近
代
的
」
農
政
=
勧
農
体
制
は
、
例
え
ば
県
農
事
試
験
場
の
整
備
を

一
つ
の
要
件
と
し
て
自
立
化
=
確
立
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
三
〇
年
代
半
ば

ご
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
そ
う
し
た
老
農
が
一
方
的
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
明
治
三
三
～
四
年
ご
ろ
よ
り
三
宅
家
の
農
事
活
動
を
知
り

う
る
史
料
・
記
事
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
く
な
り
、
表
立
っ
た
活
動

を
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
点
を
含
め
て
県
・
郡
段
階
の
勧
晨
体
制
の
あ
り
方
を
、
ま
た
技
術
の

推
進
者
で
あ
っ
た
三
宅
家
が
大
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
是
非
解
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
一
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
他
日
の
機
会
に
し
た
い
。

注
(
1
)
　
大
田
遼
一
郎
「
明
治
前
・
中
期
福
岡
県
農
業
史
」
(
『
日
本
農
業
発
達

史
』
-
以
下
『
目
・
発
達
史
」
と
略
記
-
第
一
巻
別
篇
)
五
八
九
～
五
九

二
頁
。
『
日
・
発
達
史
』
第
一
篇
第
一
〇
章
(
第
三
巻
)
二
四
五
頁
。

ま
た
近
年
に
お
い
て
も
飯
沼
二
郎
『
日
本
農
業
の
再
発
見
-
雅
史
と
風
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土
か
ら
1
』
(
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
昭
和
五
〇
年
)
第
三
章
で
同
様
の
理
解

が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
　
『
県
・
発
達
史
』
五
二
～
六
二
頁
。

(
3
)
　
「
県
晨
業
史
」
四
一
二
～
四
二
二
頁
。

(
4
)
　
『
広
島
県
史
』
近
代
1
三
七
二
～
三
七
五
頁
。

(
5
)
　
『
海
田
町
史
』
資
料
編
七
六
四
頁
所
収
。

(
6
)
　
三
宅
家
「
年
貢
下
札
」
宝
暦
〓
～
寛
政
二
年
、
お
よ
び
海
田
市
千

葉
家
文
書
「
千
葉
家
旧
記
」
(
『
海
田
町
史
』
資
料
編
六
九
七
頁
所
収
)
付

紙
◎
。

(
7
)
　
文
化
二
年
「
国
郡
志
御
編
集
二
付
下
弾
書
出
帳
　
安
芸
郡
海
田

市
」
(
『
海
田
町
史
』
資
料
編
三
〇
六
頁
所
収
)
。

(　　　　　(　　　.へ

10　9　8
ヽ・_ノ　　ヽ_.ノ　　ヽ.ノ

『
広
島
県
史
』
近
代
1
三
八
二
～
三
八
四
頁
。

「
県
農
業
史
」
三
四
六
頁
。

『
広
島
県
農
会
報
』
五
三
号
。

(
1
1
)
　
『
広
島
県
農
全
史
』
一
四
六
頁
、
お
よ
び
講
習
内
容
は
『
広
島
県
農

会
報
』
第
九
号
「
雑
録
」
中
の
明
治
二
九
年
五
月
改
正
の
蔑
事
講
習
規
則

よ
り
類
推
し
た
。
同
規
則
に
よ
れ
ば
第
一
期
が
肥
料
論
-
施
肥
の
目
的
・

各
種
肥
料
の
性
質
・
用
法
配
合
法
等
、
稲
作
法
-
播
種
よ
り
収
踵
に
至
る

ま
で
の
注
意
す
べ
き
要
件
、
第
二
期
が
土
壌
論
・
肥
料
余
論
・
作
物
論
・

植
物
学
大
意
・
畜
産
大
意
・
農
業
経
済
大
意
・
養
蚕
学
と
な
っ
て
い
る
。

(
1
2
)
　
棟
芳
三
『
郷
土
(
海
田
)
産
業
変
遷
史
』
第
一
巻
参
照
の
こ
と
。
な

お
同
書
で
は
三
宅
伝
次
郎
氏
の
言
と
し
て
、
明
治
三
三
年
に
神
戸
よ
り
は

じ
め
て
ぶ
ど
う
を
導
入
し
た
と
あ
る
が
、
本
文
中
で
前
述
し
た
よ
う
に
す

で
に
明
治
二
四
年
試
験
的
に
せ
よ
葡
萄
作
を
行
っ
て
い
る
。

(
1
3
)
　
『
海
田
町
史
』
資
料
編
八
〇
七
～
八
二
四
頁
所
収
。

(
1
4
)
　
明
治
二
八
年
九
月
七
日
付
『
芸
日
』
。

(
1
5
)
　
当
時
安
芸
郡
内
の
一
般
的
な
挿
秩
状
況
は
明
治
二
八
年
九
月
七
日
付

『
芸
日
』
に
よ
れ
ば
一
株
の
苗
本
数
六
～
七
本
乃
至
は
八
木
で
あ
っ
た

(
株
数
は
不
明
)
。
ま
た
山
間
部
備
北
の
当
時
奴
可
郡
西
城
村
虎
会
の
明
治

三
〇
年
度
稲
作
試
験
に
お
け
る
「
稲
株
疎
密
試
験
」
　
で
は
三
六
株
エ
バ
四

株
二
〇
〇
株
の
三
区
に
分
け
ら
れ
て
お
り
(
『
広
島
県
農
会
拙
』
第
二

四
号
)
、
安
芸
郡
蔑
会
試
験
の
三
六
株
・
四
二
株
・
五
六
株
と
い
う
数
字
と

歴
然
た
る
差
違
を
示
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
右
の
よ
う
に
三
六
抹
四
本
紐

が
当
時
の
県
内
で
い
か
に
進
ん
だ
技
術
で
あ
っ
た
か
は
十
分
予
測
し
え
よ

え
ノ
。

(
1
6
)
　
「
県
農
業
史
」
に
よ
れ
ば
、
広
島
県
で
は
特
産
和
牛
と
長
氏
和
と
の

深
い
関
係
か
ら
長
床
學
が
永
く
使
用
さ
れ
、
県
内
の
先
進
地
帯
で
短
床
卯

が
用
い
ら
れ
る
の
が
明
治
末
～
大
正
期
で
あ
る
と
い
う
　
(
四
九
二
頁
)
。
な

お
短
床
翠
の
導
入
は
、
そ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
耕
地
整
理
に
よ
l
′
り
湿
田
の

乾
田
化
・
田
区
改
正
を
前
提
に
し
て
い
る
(
四
八
八
頁
)
。

(
1
7
)
　
明
治
二
三
年
『
広
島
県
農
事
調
査
書
』
「
現
況
」
。

(
1
8
)
　
「
県
農
業
史
」
三
九
五
～
三
九
六
頁
。

(
1
9
)
　
三
好
正
喜
氏
は
「
明
治
盈
法
」
　
の
集
約
的
発
展
の
内
容
を
作
系
的
に

定
式
化
さ
れ
る
な
か
で
、
稲
品
種
に
お
い
て
は
長
梓
穂
範
型
1
短
柑
抱
数

型
、
早
稲
1
中
稲
1
晩
稲
の
発
展
系
列
を
示
さ
れ
た
(
「
近
代
口
木
農
業
生

産
力
の
展
開
に
つ
い
て
」
『
日
本
史
研
究
』
一
八
〇
号
)
。
こ
れ
に
対
し
て

今
西
一
氏
は
　
「
早
・
中
稲
穂
数
理
へ
の
改
良
や
早
稲
種
重
型
の
多
収
品
種

へ
の
改
良
」
な
ど
の
多
元
的
発
展
も
予
想
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
乙
(
「
農
法

論
と
近
代
日
本
農
業
史
研
究
の
課
題
」
『
歴
史
評
論
』
　
三
六
三
号
)
。
た
だ

長
梓
穂
重
型
1
短
程
穂
数
型
の
図
式
は
、
例
え
ば
明
治
末
期
農
事
試
猿
場
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我
内
支
場
技
師
加
藤
茂
喜
も
指
摘
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
(
『
日
・
発

達
史
』
第
一
篇
第
七
葦
四
四
五
頁
)
　
よ
う
に
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
ろ
う
し
、
広
島
県
で
も
県
南
部
を
中
心
に
晩
稲
・
短
程
穂
数
型

の
神
力
が
急
途
に
普
及
し
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
同
じ
県
南
部
を
中
心
に

神
力
に
つ
い
で
普
及
し
た
品
質
の
よ
い
大
粒
種
で
晩
稲
・
長
持
穏
束
型
の

雄
町
(
系
)
が
少
な
く
と
も
昭
和
初
期
ま
で
か
な
り
作
付
さ
れ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
る
(
「
県
農
業
史
」
第
三
章
〔
二
〕
、
『
県
・
発
達
史
』
第
一

八
草
第
二
・
三
節
)
よ
う
に
、
確
か
に
一
元
的
に
は
処
理
で
き
な
い
。
間

題
は
そ
の
よ
う
に
あ
ら
し
め
る
地
域
の
晨
業
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
解
明

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

(
2
0
)
　
『
日
・
発
達
史
』
第
一
蔦
第
六
章
三
二
七
～
三
三
〇
頁
の
第
三
九
表

-
大
脇
正
詔
に
よ
る
全
国
主
要
稲
品
種
分
布
表
　
(
一
八
九
九
年
)
の
広
島

県
の
項
は
、
神
力
を
筆
頭
に
他
一
四
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
2
1
)
　
『
広
島
県
晨
会
報
』
第
三
〇
号
、
論
説
「
大
豆
粕
に
就
て
」
。

(
付
記
)小
稿
作
成
に
あ
た
り
多
く
の
方
々
の
御
指
導
・
御
協
力
を
頂
い
た
。

ま
ず
、
安
芸
郡
海
田
町
の
三
宅
千
鶴
子
氏
に
は
史
料
の
閲
覧
・
利
用
の
御
快

諾
を
頂
い
た
。
深
く
感
謝
し
た
い
。
ま
た
同
町
教
育
委
員
会
の
百
本
哲
郎
氏
、

広
島
大
学
総
合
科
学
部
佐
竹
昭
氏
、
同
大
学
文
学
部
大
学
院
生
市
田
弘
昭
氏
に

は
様
々
な
御
教
示
・
御
協
力
を
頂
い
た
。
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
さ
ら

に
広
島
大
学
有
元
正
雄
先
生
に
は
小
稿
作
成
の
過
程
で
御
指
導
を
仰
ぎ
、
ま
た

四
国
学
院
大
学
岡
俊
二
氏
、
広
島
大
学
谷
山
正
道
氏
か
ら
も
有
益
な
御
教
示
を

頂
い
た
が
必
ず
し
も
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
合
わ
せ
て
深
甚

の
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
広
島
市
東
区
中
山
西
ニ
ー
四
-
三
二
-
三
〇
こ

長
光
　
　
信

七
三
一
-
三
三
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
あ
さ
ひ
ケ
丘
二
五
四
三

高
野
　
俊
郎
〓
ハ
五
　
東
京
都
中
野
区
若
宮
二
-
三
四
-
八
　
小
林
方
一
号
室

堀
田
　
浩
之
七
三
四
　
広
島
市
両
区
皆
実
町
一
-
一
三
-
一
六
　
新
谷
ア
パ
ー
ト

受
　
贈
　
図
　
書
　
(
八
二
年
四
・
五
月
分
)

史
料
館
報
(
三
六
)

比
和
の
自
然
と
歴
史
(
第
一
五
集
)

安
芸
津
風
土
記
(
四
九
)

宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
(
三
)

国
史
学
研
究
(
八
)

平
和
教
育
研
究
(
九
)

広
島
県
史
研
究
(
七
)

国

　

立

　

史

　

料

　

館

比
和
町
郷
土
史
研
究
会

安
芸
津
郷
土
史
を
語
る
仝

宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館

龍
谷
大
学
国
史
部
会

広
島
平
和
教
育
研
究
所

広
島
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
宝

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




